
灘中学校

算数

算数と国語は 2 日間にわたって試験を行います。これまで第 1 日は結果のみを答える問題

をおよそ 13 題、第 2 日は記述式の問題を中心に 5 題を出題してきました。2 日とも時間

内に全問解答するには、相当の学力が要求されます。問題文の長いものもありますから読

解力も身につけておきましょう。記述式（2 日目）の問題の答案は、結果しか書かれてい

ないときは、その問題の配点に対し満点を与えることはありません。反対に、結果が間違

っていても説明が途中まで正しいときは、部分点を与えることもあります。答案作りの練

習もしてください。市販されている問題集には見当たらない目新しい問題も出題するよう

にしています。そのような問題にも即座に対応できる柔軟な思考力が必要です。図形問題

は、平面はもとより空間図形を正確にイメージする力を問われるものもあります。学校の

授業を大切にし、日ごろより研究心を持って物事を広く深く究め、理解しようとする努力

をしてください。

国語

国語の第 1 日は、文章題 1 題と主としてことば（漢字、ことわざ、慣用句、外来語、短歌、

俳句など）の問題。基本的なもの、少しレベルの高いものなど形式を変えて出題されます。

ふだんから意識して正しく日本語を使い、覚えるように心がけて、豊かな広がりを持つ日

本語の世界への興味を深めてください。第 2 日は、文章を読んで内容を考える記述中心の

問題。詩も必ず出題します。世の中のいろいろな現象に対する見方や意見を示してくれる

のが文章です。作者がどういうことを言いたいのか、何を訴えたいのかを常に意識して読

み取ることが大切です。主語、述語、指示語や接続のことば、語の省略などにも気をつけ

て読んでください。

理科

＜ふだんの心がけ＞

小学校の授業・教科書を大切にしてください。身の回りの自然現象や科学ニュースに関心

を持つようにしましょう。簡単に実験できることは実際にやってみましょう。

＜入試問題を解くに当たって＞

・見たことがないような問題でも、考えればわかるように工夫して出題しています。また、

どこかで見たような問題であっても、内容はまったく違うかもしれません。「解き方」や「公

式」などの先入観にとらわれず、問題文をよく読んで、その場でしっかり考えてください。

・与えられた手掛かりによく注意すること、問われていることに応じた答え方をすること

がポイントです。



ラ･サール中学校

算数

基本的計算と小問で 3～4 割の配点です。残りは大問が 3～4 題。ここで、文章問題・平面

図形・立体図形・場合の数などから出題し、1 題は途中の考え方を書かせる問題を出した

いと思っています。計算力をつけるための十分な練習をして、文章題ではよく問題を読み、

いろいろな工夫を身につけておくとよいでしょう。

国語

設問が問うていることを的確に押さえましょう。答えやヒントは必ず問題文中にあります

が、ただ文中の表現をつなぎ合わせただけの解答では、意味の異なったものになることが

あるので注意しましょう。大問は 3 題です。2 題が読解問題で、1 題は漢字や語句につい

ての問題です。100～150 字で答える問いを必ず一つは出題します。

理科

大問は 4 分野から各 1 題ずつ出題します。理科は思考力・観察力が大事です。また、物事

に対する興味も重要です。身の回りに日常的に見られる事柄を、日ごろ勉強していること

から発展させて考えられる能力を身につけてください。

社会

歴史は出来事の背景・内容・結果、そして次の時代への影響を理解すること。地理は日本

地理が中心です。地域の自然（地形・気候）と人々の営みとの関係をとらえること。政治・

経済はそれらの仕組みの把握が大事です。また、新聞やテレビを通じて、日本や世界の動

きにも注意しましょう。答えは、漢字指定のものは正しい漢字で答えること。ただし、そ

れ以外でも教科書に漢字で出てくるものは、漢字で答えられるようにしておいてください。



土佐塾中学校

算数

大問は 4～5 題です。1 題は小問集合（10 問前後）で、答えのみを記入します。それ以降

は応用問題（3～4 題）で、各分野からバランス良く出題することを心がけています。記述

式の問題については、途中式や考え方に対して部分点を与えます。

国語

大問は説明的文章と文学的文章の 2 題で、詩は出題しません。漢字の読み書き・接続詞・

指示語など基本的な問題から記述で答える問題まであります。記述問題では、文末処理や

誤字による減点もあります。文章に即した読解ができるかどうかも見ます。

理科

4 分野から出題。各分野では知識を問うだけでなく、実験や観察、調査結果から考える力

を見る問題を出題します。特に、物理や化学の分野では考える力を問う出題が多いので、

教科書のレベルに比べてやや難しい内容になることがあります。

社会

地理・歴史からの出題が主で、公民からは基本的に出題しませんが、融合問題で時事問題

や公民の基礎的知識を問うことはあります。


